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校長室だより 
                                        第３号 

2025年９月24日 

 北海道立農業大学校のホームページをご覧いただき、ありがとうございます。 

 校長室だより第３号は、農業機械メーカーとの連携についてレポートさせていただきます。 

 

数多くの農業機械 
 道立農業大学校（以下「農大」）は、数多くの農業機械を備えています。自分は赴任した際たく

さんの機械があり驚いたのを覚えています。その数なんとトラクタ25台、様々な自走機械（防除

機、玉ねぎ収穫機、汎用コンバイン、飼料給与機械・・・）、そしてトラクタの後ろに付ける作業

機約100台のほか、ショベルローダやフォークリフト、軽トラック、小型運搬車がそれぞれ数台

など、本当に様々な機械を使用しています。ちなみに構内に軽油スタンドもあります。 

 「機械多すぎ！」という御意見もあるかもしれません。しかし、農大は北海道農業の基幹品目で

ある、酪農、肉用牛、畑作、露地・施設野菜に関するカリキュラムを設定し、学生が各品目毎に実

際の農業経営者のように作物を生産しているため、各品目や各作業行程に対応した農業施設・機械

が必要になるのです。何一つ無駄な施設・機械はありません。 

 わかりやすく言えば、農大内に、酪農家、肉牛農家、畑作農家、露地野菜農家、施設野菜農家が

配置され、それぞれの農家の施設と機械があると考えれば、多すぎではありません。 

 また、上記のほか、一般の農業者等が短期研修で使用する農業機械研修のためのトラクタ等も数

台備えており、本当に数多くの農業機械を備えています。 

 農大には古い機械が多く、頻繁な故障トラブルが発生しますが、基本的に職員が修繕し、日々実

習に取り組んでいます（涙）。しかし、この秋にGPS付き自動操舵トラクタが３台納入される予

定です（嬉涙）。この件はまたレポートしますね。 

  
軽油スタンドと機械倉庫（奥の建物） 畑作園芸経営学科のトラクタ群 

  
小型運搬車と学生達 畜産経営学科トラクタのタイヤ交換作業 
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農業機械等メーカーとの連携状況 
 前置きが長く、話題が本題からずれてしまい申し訳ありません。 

 農大では、農業施設・機械の技術革新に対応するとともに、各機械の専門的な知識を学ぶため

に、数多くの農業機械メーカーの御協力を得てカリキュラムを設定しています。 

 特に、日進月歩の技術であるスマート農業施設・機械については、学生が触れる機会を増やすこ

とが重要と考えており、農業機械メーカーの協力を得て、メーカーの担当者に来ていただいて機械

操作実習をしていただいたり、逆に学生が企業を訪問したりして、スマート農業に関する先進的・

専門的な技術を学んでいます。 

  

○農業機械等メーカーの協力を得て実施している主な講義や実習等（令和６・７年度の取組から抜粋） 

対象 連携内容の種類 協力企業名 対象機械 

 

 

 

 

 

学 生 

①農大の設備・機械を使

い、メーカーの技術者に

よる指導 

 

日本ニューホランド㈱ ＧＰＳ付き自動操舵トラクタ 

日農機製工㈱ ビートハーベスター 

東洋農機㈱ ポテトハーベスター 

ヤンマーアグリジャパン㈱ 牧草・デントコーンの収穫機 

（一財）林業機械化協会 刈り払い機 

②メーカーが最新鋭の設

備・機械を持ち込んでデ

モ・講習 

㈱エアステージ ドローン 
㈱NTTe-Drone Technology ドローン 

スガノ農機㈱ ８連プラウ 

③最新鋭の設備・機械等

に関する講義（座学の

み） 

㈱サングリン太陽園 環境制御ハウス 

㈱ファームノート 牛群管理ソフト 

㈱コーンズエージー 搾乳ロボット 

北海道オリオン㈱ 様々な畜産物加工機械 

④メーカーに出向き、最

新鋭機械等の学習 

ヤンマーアグリジャパン㈱ 様々な最新の機械 

JＡ等 ⑤メーカーが農大に最新

鋭機を持ち込み研修 

ヤンマーアグリジャパン㈱ ロボットトラクタ 

 

 農業機械メーカーと連携した講義や実習等には、 

① メーカーの技術者による指導を受ける、 

② メーカーが最新鋭の設備・機械を持ち込んでデモ・講習を行う、 

③ 最新鋭の設備・機械等に関する講義を行う、 

④ メーカーに出向き、最新鋭機械等の学習を行う、 

といった様々な方法があります。 

 

 学生にとっては、最新鋭の設備・機械に触れる貴重な機会であるばかりでなく、メーカーの技術

者から、設備・機械の構造や設計思想、顧客の声などを踏まえた使用方法の注意点やメンテナンス

のコツなど最高レベルのノウハウを学習することができ、また、メーカーの皆さんと、学生・教員

の交流の機会の場にもなっており、高い学習効果を得ています。 
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農業機械等メーカーと連携した学習状況の事例 

  
ヤンマーアグリジャパン㈱による 

ロボットトラクタ研修 

スガノ農機㈱による８連プラウのデモ 

  
日農機製工㈱による 

農大所有ビートハーベスターの説明 

日農機製工㈱によるカルチベーターの説明 

  
㈱エアステージによる最新ドローンのデモ 
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（一財）林業機械化協会による刈り払い機操作講習 

 
ヤンマーアグリジャパン㈱北海道支社（江別市） 

を訪問して最新機等を体験（写真はシミュレーター体験） 

 

今後に向けて 
 このように農大では、多くの農業機械メーカー様の御協力をいただきながら、農業機械等に関す

る学習を進めております。 

 多大な御協力をいただいている企業の皆様に厚くお礼申し上げますとともに、今後とも私ども農

大の教育活動に対し、御支援いただきますようお願い申し上げます。 

 将来的に、本道の農業経営体が減少し、さらなる大規模化の進展が見込まれる中、農大として

は、労務管理や労働安全管理など人を雇用する力を養い、スマート農業技術を駆使しながら生産を

高度化させ、経営を効率的に運用できる「優れた経営感覚を備えた経営者」を育成していくことが

必要だと考えております。 

 特に、スマート農業については、日進月歩の最先端技術に対応した教育環境をどのように整えて

いくかといった課題に直面していることから、農大として企業との連携の学習についての考え方を

整理の上、関係企業の皆様との連携の幅を広げる対応を検討していきたいと考えております。 

 企業の皆様におかれましては、北海道農業の将来を担う優れた経営者の育成という観点で、改め

て御協力いただきますよう、よろしくお願いします。  


